
１．事業の概要（Ｐｌａｎ）

事業名 事業Ｎｏ 335 農業振興推進事業

総合計画
めざすまちの姿 6 産業の発展や交流による活力あふれるまち 担当部 市民経済部

基本計画【施策】 ６－②食を守る農業 担当課 農林水産課

関連予算科目
一般 会計 06 款 農林水産業費 01 項 農業費 02 目 農業振興費

予算事業名 農業振興推進費 農業振興推進事業

実施主体 市 実施方法 市が直接実施・運営 対象 特定の市民 農業者

事業期間 開始年度 - 終了予定年度 -

事業の目的 　産業としての農業を振興するため、農家の経営安定を図る。

事業の概要

２．事業の実績（Ｄｏ）

事業実績

課     題 　防護柵等設置者の知識、技能の維持・向上

 事業費（Ａ）
当初予算額 5,441 千円 7,173 千円 4,409 千円

決算（見込）額 2,163 千円 2,251 千円 千円

財源内訳
157 千円 133 千円 468 千円

一般財源 2,006 千円 2,118 千円 3,941 千円

人件費　　　　　 　（Ｂ） 5,010 千円 3,950 千円 4,901 千円

人工（職員数の内訳） 0.64 人 0.53 人 0.65 人

7,173 千円 6,201 千円 9,310 千円

内容 単位

　農業経営資金償還利子助成実施件数
件

目標 20 20 20

実績 17 20

達成度 85.0% 100.0%

３．評価（Ｃｈｅｃｋ）

総合判定

Ａ 「充実」または「事業内容が概ね適切な事業」

《判定理由》

４．今後の事業の方向性　（Ａｃｔｉｏｎ）　

継続

　　平成27年度 ★実施計画★実施計画★実施計画★実施計画 個別評価シート（26年度事業の評価）

基本事業
（事業１）

細事業名
（事業2）

　農業の振興を図るため、農業共済事業の推進や農業経営資金への利子助成、農林水産業鳥獣被害対策事業
への補助を行う。

　資金を借りて農業経営基盤強化を目指す農家に対する利子助成を行った。また、農家が行う電気柵の設置
等の鳥獣被害対策に係る事業費を補助した。

コ
ス
ト

平成25年度 平成26年度 平成27年度

特定財源
※国・県補助金など

トータルコスト（Ａ）+（Ｂ） 

活

動

指

標

平成25年度 平成26年度 平成27年度

　農家の経営安定と農業の振興を図るため、事業を実施
する必要がある。

今
後
の
方
向
性

事業の
方向性

今後の
取組内容

（課題に対する
改善等）

　個体(鳥獣)については有害鳥獣として駆除することも必要であるため、猟友会及び環境課との
協力体制を構築していく。

必要性

有効性

効率性

優先性0

2

4



１．事業の概要（Ｐｌａｎ）

事業名 事業Ｎｏ 339 農業経営基盤強化促進対策事業

総合計画
めざすまちの姿 6 産業の発展や交流による活力あふれるまち 担当部 市民経済部

基本計画【施策】 ６－②食を守る農業 担当課 農林水産課

関連予算科目
一般 会計 06 款 農林水産業費 01 項 農業費 03 目地域農政総合推進事業

予算事業名 地域農政関係経費 農業経営基盤強化促進対策事業

実施主体 市 実施方法 市が直接実施・運営 対象 特定の市民 農業者

事業期間 開始年度 - 終了予定年度 -

事業の目的 　地域農業の中心となる認定農業者及び認定指向農家等の育成を図る。

事業の概要

２．事業の実績（Ｄｏ）

事業実績 　認定農業者制度の推進と農地の利用権設定業務を行った。

課     題 　認定農業者制度への参加農家が高齢化、減少傾向にある。

 事業費（Ａ）
当初予算額 5,784 千円 9,023 千円 14,826 千円

決算（見込）額 5,281 千円 9,726 千円 千円

財源内訳
3,139 千円 6,294 千円 7,650 千円

一般財源 2,142 千円 3,432 千円 7,176 千円

人件費　　　　　 　（Ｂ） 10,576 千円 11,998 千円 11,678 千円

人工（職員数の内訳） 1.36 人 1.60 人 1.55 人

15,857 千円 21,724 千円 26,504 千円

内容 単位

　認定農業者数
人

目標 90 85 85

実績 82 83

達成度 91.1% 97.6%

３．評価（Ｃｈｅｃｋ）

総合判定

Ａ 「充実」または「事業内容が概ね適切な事業」

《判定理由》

４．今後の事業の方向性　（Ａｃｔｉｏｎ）　

継続

　　平成27年度 ★実施計画★実施計画★実施計画★実施計画 個別評価シート（26年度事業の評価）

基本事業
（事業１）

細事業名
（事業2）

　地域の中心となる農家(担い手)を育成するため、担い手への農地の集積や担い手が行なう事業への支援及
び経営改善計画の認定などを行う。 

コ
ス
ト

平成25年度 平成26年度 平成27年度

特定財源
※国・県補助金など

トータルコスト（Ａ）+（Ｂ） 

活

動

指

標

平成25年度 平成26年度 平成27年度

農業を守るために市が継続して事業を実施する必要があ
る。

今
後
の
方
向
性

事業の
方向性

今後の
取組内容

（課題に対する
改善等）

　認定農業者の意向や状況を把握することで、農業経営の近代化と後継者の育成に対する有効な
方法を検討していく。また、認定農業者数の増加や認定農業者への農地集積により、耕作放棄地
の解消を図る。

必要性

有効性

効率性

優先性0

2

4



１．事業の概要（Ｐｌａｎ）

事業名 事業Ｎｏ 341 畜産振興対策事業

総合計画
めざすまちの姿 6 産業の発展や交流による活力あふれるまち 担当部 市民経済部

基本計画【施策】 ６－②食を守る農業 担当課 農林水産課

関連予算科目
一般 会計 06 款 農林水産業費 01 項 農業費 04 目 畜産業費

予算事業名 畜産関係経費 畜産振興対策事業

実施主体 市 実施方法 市が直接実施・運営 対象 特定の市民 畜産業者

事業期間 開始年度 - 終了予定年度 -

事業の目的 　畜産農家の経営安定を図るとともに、畜産による臭気対策に重点を置いた事業を展開する。

事業の概要

２．事業の実績（Ｄｏ）

事業実績 　臭気対策事業を実施した湖西市畜産環境衛生協議会へ補助を行った。

課     題 　臭気対策事業は進展しているが、全面的な臭気問題の解消には繋がっていない。

 事業費（Ａ）
当初予算額 3,822 千円 5,670 千円 4,677 千円

決算（見込）額 1,974 千円 3,522 千円 千円

財源内訳
0 千円 0 千円 0 千円

一般財源 1,974 千円 3,522 千円 4,677 千円

人件費　　　　　 　（Ｂ） 5,010 千円 3,219 千円 3,128 千円

人工（職員数の内訳） 0.64 人 0.43 人 0.42 人

6,984 千円 6,741 千円 7,805 千円

内容 単位

　臭気対策事業実施件数
件

目標 10 10 10

実績 11 11

達成度 110.0% 110.0%

３．評価（Ｃｈｅｃｋ）

総合判定

Ａ 「充実」または「事業内容が概ね適切な事業」

《判定理由》

４．今後の事業の方向性　（Ａｃｔｉｏｎ）　

継続

　　平成27年度 ★実施計画★実施計画★実施計画★実施計画 個別評価シート（26年度事業の評価）

基本事業
（事業１）

細事業名
（事業2）

　湖西市畜産環境衛生対策協議会が行う事業に対して補助金を交付する。また、密閉化・消臭装置設置・消
臭飼料等に対する補助事業に対して補助を行う。

コ
ス
ト

平成25年度 平成26年度 平成27年度

特定財源
※国・県補助金など

トータルコスト（Ａ）+（Ｂ） 

活

動

指

標

平成25年度 平成26年度 平成27年度

　畜産農家の臭気に対する意識は高いが対策には費用負
担が伴うため、経営の安定と環境対策のため市が継続し
て事業を実施する。

今
後
の
方
向
性

事業の
方向性

今後の
取組内容

（課題に対する
改善等）

　畜産施設の周辺地域では悪臭が問題となっており、臭気対策は市が継続して取り組む必要があ
る。

必要性

有効性

効率性

優先性0

2

4



１．事業の概要（Ｐｌａｎ）

事業名 事業Ｎｏ 343 土地改良整備事業

総合計画
めざすまちの姿 6 産業の発展や交流による活力あふれるまち 担当部 市民経済部

基本計画【施策】 ６－②食を守る農業 担当課 農林水産課

関連予算科目
一般 会計 06 款 農林水産業費 01 項 農業費 07 目 土地改良費

予算事業名 土地改良整備費 土地改良整備事業

実施主体 市 実施方法 市が直接実施・運営 対象 特定の市民 農業者

事業期間 開始年度 - 終了予定年度 -

事業の目的 　農業用施設の長寿命化を図り、既存の施設を有効利用する。

事業の概要 　老朽化が目立つ農業用ため池及び排水機場の整備を県営事業で行う。

２．事業の実績（Ｄｏ）

事業実績

課     題 　農業施設の老朽化が進んでおり、改修等の必要な施設が増えるため、事業費は増加傾向である。

 事業費（Ａ）
当初予算額 50,419 千円 68,495 千円 36,988 千円

決算（見込）額 45,977 千円 55,886 千円 千円

財源内訳
7 千円 1,246 千円 1,666 千円

一般財源 45,970 千円 54,640 千円 35,322 千円

人件費　　　　　 　（Ｂ） 5,573 千円 8,048 千円 7,820 千円

人工（職員数の内訳） 0.73 人 1.07 人 1.04 人

51,550 千円 63,934 千円 44,808 千円

内容 単位

％
目標 67 67 67

実績 67 67

達成度 100.0% 100.0%

３．評価（Ｃｈｅｃｋ）

総合判定

Ａ 「充実」または「事業内容が概ね適切な事業」

《判定理由》

４．今後の事業の方向性　（Ａｃｔｉｏｎ）　

継続

　　平成27年度 ★実施計画★実施計画★実施計画★実施計画 個別評価シート（26年度事業の評価）

基本事業
（事業１）

細事業名
（事業2）

　豊川二期事業及び県営土地改良整備事業を推進した。また、地域共同による農地・農業用水等の資源の保
全管理と農村環境の保全向上に取り組んだ。

コ
ス
ト

平成25年度 平成26年度 平成27年度

特定財源
※国・県補助金など

トータルコスト（Ａ）+（Ｂ） 

活

動

指

標

平成25年度 平成26年度 平成27年度

　排水機場の機能保全整備達成率(整備済
機場数/３機場)

　土地改良施設の保全管理は地域農業の持続的な経営を
支える重要施策であるので、市が継続して事業を実施す
る必要がある。

今
後
の
方
向
性

事業の
方向性

今後の
取組内容

（課題に対する
改善等）

　施設の更新など多額の費用を要するものについては、補助事業を活用した計画的な整備を行う
。

必要性

有効性

効率性

優先性0

2

4


